
句"

金
部
古
蹟
志
品
世
四

此
の
幽
輸
は
‘
椛
現
堂
の
後
ロ
地
陀
て
‘
元
は
北
，丸
の
内
な
り
。
出
品

長
の
金
部
披
古
闘
花
、
小
坂
・
勝
宕
術
門
第
地
の
由
紀
減
す
。
三
州
志

来
図
概
覧
附
録
花
、
小
塚
丸
、
今
は
藤
右
衛
門
丸
と
云
ム
。

古

へ
小

坂
雌
右
衛
門
第
あ
り
し
放
な
り
。
古
闘
に
阪
員
四
十

m
k三
十
三
聞

と
あ
り
。
北
，丸
の
隣
地
な
り
。
貞
享
の
闘
陀
は
、
此
の
地
既
陀
接
木

畑
と
あ
り
。
仲
世
・ヂ
る
花
、
共
の
初
め
二
，丸
K
第
有
り
て
、
勝
右
術
門

丸
と

一耳
ひ
し
背
中
武
点
筆
記
に
見
ゆ
。
然
れ
ば
藤
右
衛
門
第
一初
め
は

一一
，丸
に
在
り
て

.
後
民
此
の
地

K
移
る
敗
。
と
あ
り
。
平
失
按
守
る

花
、
有
探
武
貞
の
金
津
細
見
聞
輔自
民
、
二
，丸
に
は
長
氏
の
屋
敷
在
り

た
り
。
或
は
路
右
衛
門
丸
と
去
ふ
は
、
小
塚
氏
の
居
住
の
地
也
と
記

服
す
れ
ば
、
二
，
丸
と
藤
右
符
門
丸
と
は
、
別
的
輸
た
る
事
勿
論
な
る

在
、
宮
閃
景
周
見
副院
り
て
、
二
，丸
陀
膝
右
衛
門
丸
と
て
小
坂
氏
の
第

地
あ
り
た
り
と
い
へ
る
も
の
也
。
金
披
深
秘
机
聞
に
も
、
二
之
丸
に
は

長
如
庖
居
住
.
一
勝
右
衛
門
丸
と
一耳
ふ
に
は
小
塚
勝
右
衛
門
居
住
、柳
e

罰則陣
K
討
死
也
。
と
総
せ
た
り
o
布
藤
右
衛
門
は
、
小
塚
淡
路
秀
正

の
兄
な
る
が
‘
利
家
卿
足
州
荒
子
以
来
の
従
士
陀
て
、
天
正
十

一
年

四
月
江
州
柳
ヶ潮
合
桜
花
普
段
し
て
討
死
す
と
一
耳
ム
。

。
小
塚
藤
右
術
門
路
傍

候由出
、
敵
し
た
ひ
付
候
を
、
大
納
官
級
居
と
ま
り
鑓
合
被
v
成
候
。
御

側
に
て
村
列
盟
後
・
木
村
三
蹴
・
小
坂
旅
右
術
門
な
ど
鑓
を
由
民
き
温
樹

し
供
。
共
時
柴
悶
殿
殊
の
外
、
大
納
言
秘
h
御
的
被
v
申
、
布
三
人
ね

も
銘
々
に
御
訓
酬
に
候
。
此
俄
皮
々
御
剛
被
v
成
候
。
叉
、
越
前
刀
根
く

づ
れ
の
時
、
大
納
言
採
雨
皮
迄
鑓
を
御
合
せ
.
二
皮
目
に
館
前
大
将

分
の
首
E
御
抑
被
ν
成
。
共
後
村
井
盟
後
木
村
三
政
小
塚
勝
右
衛
門

岡
三
人
、
御
近
所
陀
て
鎚
を
合
せ
、
銘
々
に
首
を
取
候
・問
御
惣
也
。

又
柳
，m
m
合
般
の
時
、
御
備
陀
泣
か
れ
侠
衆
の
内
、
小
塚
一
勝
京
術
門

木
村
三
政
・
抗
凶
奥
五
郎
仲
内
外
五
六
人
・
三
度
ま
で
敵
を
突
き
脳
し
・

枕
主
主
ら
ぺ
討
死
仕
曲
、
大
約
一
言
様
度
々
御
物
語
被
ν
成
、
是
等
の
者

共
今
居
候
は
ど
、
一
高
石
程
逃
し
中
者
之
由
御
意
被
ν
成
候
。
と
あ

り
。
平
衣
按
・
ヂ
る
に
、
江
州
柳
em
m
合
戦
は
天

E
十

一
年
四
月
に
て
、

前
閃
創
設
記
に
‘
北
軍
愈
壇
波
大
飢
.
不
ν
知
=主
従
『
隊
散
敗
走
。
於
v

A
正
小
塚
勝
布
術
門
・
木
村
三
鋭
・
官
問
興
五
郎
.
周
旋
数
苦
m
制
"
途
引
制
v

命
。
と
見
b
.
さ
て
秀
吉
公
、
柴
岡
勝
家
を
滅
亡
せ
し
め
、加
州
へ
出

馬
あ
り
て
‘佐
久
間
盛
政
の
居
妓
金
制
聞
の
披
郭
を
符
取
り
、利
家
卿
へ

脇
は
り
た
り
。
然
ら
ば
お
城
内
花
、
小
塚
務
右
術
門
の
第
あ
る
べ
き

よ
し
な
し
。
お
も
ふ
花
、
藤
右
衛
門
が
弟
淡
路
秀
正
が
沓
第
に
て
、

企
部
官
肢
志
巻
四

五
点

国
事
昌
披
問
答
陀
一
宮
ふ
。
或
俗
紀
民
、
弘
治
年
中
よ
り
利
家
卿
へ
御

率
公
・
申
上
げ
た
る
荒
子
六
人
衆
と
云
ム
は
、
商
品
孫
十
郎
村
井
長

八
郎
・原
岡
叉
右
衛
門
・小
塚
藤
右
衛
門

木
村
三
磁
・
吉
岡
孫
兵
衛
日正

也
。
叉
越
前
府
中
裁
と
一
耳
ふ
は
‘
背
山
奥
=
一
。
商
品
孫
十
郎
・
吉
岡
孫

兵
衛
問
長
磁

奥
村
助
右
街
門
原
岡
叉
兵
術
小
塚
勝
右
衛
門
。
共

の
外
↓
=
一人
‘
於
h
x知
行
被
ν
下
ν
之
。
と
い
へ
り
。
村
井
長
明
の
隙
出
世

鍛
陀
、
越
前
府
中
利
。
車
線
三
官
尚
三
千
三
百
石
御
取
被
ν
成
候
刻
一
E
K
。

二
百
石
小
塚
山
路
右
衛
門
・
百
八
拾
石
木
村
三
磁
百
五
拾
石
宮
悶
興
五

郎
。
右
三
人
は
柳
ャ潮
に
て
討
死
之
由
御
意
之
事
。
叉
大
納
言
桜
昔
御

物
語
被
v
成
候
。
村
井
盟
後
・
岡
関
長
右
衛
門
な
ど
も
時
り
由
候
。
い

な
み
と
巾
十
博
士
‘
京
の
者
.
利
申
車
線
御
閉
幅
削
被
v
逃
候
故
‘

越
前
府

中
の
時
御
見
廻
民
間
間
下
、
大
納
言
綴
後
は
日
本
の
か
た
ぷ
く
か
、
天

下
御
取
可
ν
被
u

成
と
占
候
。
御
内
衆
村
井
盟
後

篠
原
出
制
刷
。
問
問
長

右
衛
門
は
後
の
仕
合
‘
木
村
三
誠
小
塚
藤
右
衛
門
。
富
田
奥
五
郎
は

討
死
可
ν
仕
と
点
、
合
中
候
。
何
茂
/
¥
御
機
嫌
能
吉
時
は
御
剛
被
ν
成

候
。
叉
、
近
江
越
井
と
御
取
合
ひ
、柴
田
修
理
殿
殿
り
の
時
、引
取
候

桜
花
と
、
日
本
陀
枇
町
屋
出
問
問
殿
御
伎
に
被
v
参
候
へ
ど
も
‘
坪
明
不
v
巾

候
。
叉
左
術
門
会
り
て
申
渡
候
桜

K
と
‘
信
長
公
御
芯
候
。
長
御
越

秀
正
は
七
千
石
脇
は
り
た
り
。
秀
正
初
め
八
右
衛
門
と
糾
す
と
い
へ

り。O
御

宮

坂

門

三
，丸
よ
り
兆
一右
術
門
坂
口
へ
出
づ
る
椛
現
匙
の
前
ま
で
の
坂
路
を
.

御
宮
坂
と
呼
ぴ
、
此
の
坂
路
の
聞
に
あ
る
門
な
る
に
よ
り
、
御
山
下
坂

門
と
稀
す
。
十
二
冊
定
書
陀
紋
せ
た
る
克
延
二
年
の
制
場
格
帳
K
、

御
宮
坂
井
に
御
宮
前
柿
除
の
都
主
戦
せ
た
り
。
又
容
除
け
の
所
附
保

舎
に
‘
土
橋
御
門
よ
り
御
宮
坂
御
門
之
方
弁
に
甚
右
術
門
坂
下
道
。

と
も
見
ね
た
り
。
沿
も
ふ
陀
、
御
宮
坂
の
地
名
は
・
冗
永
甘
年
京
附
…

宮
を
此
の
地
に
勧
請
せ
ら
れ
し
よ
り
の
名
に
て
‘

椛
現
堂
と
も
御
官

と
も
時
惜
し
た
る
故
也
。
常
闇
河
北
郡
陀
宮
坂
村
と
い
ふ
あ
り
。
此
の

村
は
黒
津
締
結
聞
社
地
の
一利
前
に
村
落
あ
り
て
、
天
正
十
一
年
間
月
盟

太
閤
の
制
札
陀
公
ま
へ
坂
と
減
せ
ら
れ
、
延
貧
困
年
八
月
の
逮
住
民

架
ク
崎
御
宮
坂
と
記
減
し
.
元
総
十
四
年
の
村
名
由
来
牲
に
御

vu坂

村
と
あ
り
て
、
む
か
し
は
御
宮
坂
と
呼
べ
り
。
今
も
諺
K
、
御
宮
坂

陀
鰯
の
と
れ
た
ゃ
う
た
と
い
ふ
言
葉
磁
れ
り
。
赴
も
古
へ
諜
品
伸
縮
滞

に
小
切
糾
枇
あ
り
し
頃
.
枇
磁
の
前
な
る
坂
路
左
る
陀
よ
り
御
宮
坂

と
呼
び
た
る
も
の
也
o

櫛
現
堂
の
御
宮
坂
も
赴
と
同
じ
と
い

へ
り
。

li. 
-乞




